序言 

日本の 油絵 も、 ようやく パリの それと 多くの 距離 を 

有たぬ ようにまで 達し つ つ ある 事 は 素晴らしき 進歩で 

あると 思う。 だがし かし、 新ら しき 芸術の 颱風 は 常に 

里に 発生して いる。 まだ 日本 は 発祥の 地で はあり 得 

ない 事 は 遺憾で あるが、 それ はま だ 新ら しき 日本が 絵 

画 芸術の みならず あらゆる 文化が 今 急速に 新ら しく 組 

み 立てられ つ つ 動いて 行く 工事 場の 混乱 を 示して いる 

最中で ある。 今 あらゆる 新ら しきもの を 速 かに 吸収 消 

化する 能力 こそ、 若き 日本人の 生命で あると もい える _ 



在の 世の中に 生きて いる われわれの 心 を 生かして 行く 

のに 最も 適当で ある 処の 近代の 技法に ついて 少々 述べ 

て 見たい と 思う ので ある。 

しかしながら 新ら しい 技法と いう もの は 昔の 画法 や 

画 伝の 如く、 天狗から 拝領に 及んだ 一 巻が ある 訳で は 

ない。 その 一巻がない 処に 近代の 技法が 存在す るので 

ある。 

従って 万事 は 心の 問題で あるので 技法と してお 伝え 

する 事 も 甚だ 六つ かしい。 私自身 も 油絵と いう 船に 目 

下 皆様と 共に 乗り込んで 難航 最中な ので ある。 燈台か 

かろう 

ら g 台へ 港から 港へ と 辛 じて 渡りつ つ あるの だ。 



2 絵の 技法 そのもの について 

絵に は 技法が 必ず ある。 しかしながら 技法 を 少しも 

知らずに でも 絵 は 描け る。 技法の 全くない 絵と いう も 

の は 子供の 絵で ある。 それ も、 うんと 小さな 子供の 絵 

だ。 大人で も 今まで かって 一度 も 絵と いう もの を 描い 

た 事の ない 人が 無理矢理に 絵 を かかされ ると、 ちょつ 

と 子供と 同じ 程度の いわゆる 自由 画 を 描く。 これが 本 

当の 技法な き 絵で ある。 しかしながら その子 供 もやが 

て 人心が つき 初める 頃に は、 もう 智 恵と 慾が 付いて く 

るので、 何 かの 技法 を 心から 要求す るよう になって く 



を 買う 事 を 忘れて 帰ったら 阿呆な 話で ある。 

- J ん な 阿呆な 話 も 不思議な よう だが この 芸術 の 世界 

において 一 番 多く 見受ける 話で ある。 

要するに 技法 は 人間の 智恵 であり 普通教育 であり 礼 

儀 作法で あり 常識で ある。 従って この 事ば かり 気にす 

る もの は 小癩に 障って いけない。 といって 智恵 なき 者 

は 阿呆に 過ぎない。 

大体、 人間 は 何ん といっても 幼稚園 を 過ぎる 頃から 

少しずつ 智 恵が ついて 来る はずの もの だ。 しかし、 ま 

だ 何ん といっても 七、 八 歳から 十 歳まで は 母の 胎内に 

ありし日の 面影 を 失わない。 何ん といっても 半神 半 人 



絵 具の 溶き 方に かなりの 修練 を やつ ている ようで ある 

，、ゝ o 

力 

従って 今 もし 画家の 家へ 年期奉公 をした とすれば 雑 

役 以外に する 仕事がない。 

この 点から いって、 今の 時代で は 入門に 先き 立って 

人の 心 を 養って 置く 方が 得策 だ。 それに は 丁度 幸 な 

事に 普通 学 というものがある。 

それから、 昔 は 西洋で も 日本で も 先生 各自の 流派と 

おもん 

いう ものが 非常に 重 じられ、 心 そのものよりも 画法 

と いう もの を 重大に 考えた。 

その 画法に は 秘伝が あり、 描くべき ものに は 必ず 蕺 



即ち 近代の 絵の 技法 は 人間の 本音から 出発し なくて 

は 面白くな いので ある。 

本心 本音の いう 処、 命ずる 処に 従って それ 相当の 技 

法 を 用いて 行く 処に 新ら しい 意味が 生じて くる。 

3 技法の 基礎的 工事に ついて 

私 は 近代の 画家 は、 最も 自由な 技法に よって その 本 

心 本音 を 遠慮す る処 なく 吐き出す 必要が あると 思う の 

である。 そして、 その 心の 命ずる ままに、 あらゆる 技 

法 を 生む ベ きもので あると 思う。 



心だろう と 思 つ た 事が、 翌日、 それ はま つ かな 噓 であつ 

たり、 人の 借リ もので あり、 恥 かしくて 外出 も 出来な 

い 場合がない 事 はない。 極端に いえば これ こそ 人間の 

本心で あり 個性で あると いうべき もの は 死ぬ まで 出な 

いもの かも 知れない が、 その 本心 を 出そうと する 誠意 

と、 それに 近づこう とする 努力と が 芸術 を 多少と もよ 

ろしき 方向へ 導く ので はない かと も 思う。 

勿論、 人間の 本心 は 子供の 時代 を 離れ，. 一 旦 神様から 

見離された 以上、 人間 は、 今度 こそ、 自分自身の 努力 

によって 神様 を 呼び戻さなくて はならない ので ある。 

技法 以上の 絵、 絵に して 絵に あらざる の 境と 誰れ や 



にも 私 を 油絵に 誘惑した 最大の 原因で も ある 如く 思え 

る。 

4 素描 (デッサン) 

要するに、 よくこの 世界 を 了解 するとい う 事 は、 よ 

く 観察し よく 写実し なければ 油絵 は 成立 つ て 行き 難い 

ものである。 

そこで 油絵 技法 の 基礎工事 として その 写実の 研究 方 

法と して、 一般に 行われて いる 確実な 方法と いうの は 

即ち 素描 (デッサン) を やる 事で ある。 



い の は 頗る 危険な 事で ある。 

素描、 油絵、 あらゆる 西洋 芸術 は、 すべて 花と なり 

切って 渡来す る。 その 花 を 見て 直ちに その 模製を 試み 

る 事 は、 庭の 土から 直ちに ライス カレ— を 採集して 

以 つ て 昼めしに ぁリ 付， J うとす る 考えで ある。 

短気 は 損 気と いう 言葉 も ある。 ホルバイン の 素描に 

おける 一 本の 線 あるいは マチスの 極端に 省略され た 一 

条の 線の 裏に は、 どれ だけ 捨て去られた 多数の 線が 存 

在して いるか を 知らねば ならない。 

そこで、 私 は 絵の 基礎的 工事 ともなり、 肥料と もな 

るべ き 充分の 科学的な 素描の 仕事 をす る 事 を 勧める の 



の 木炭画の 方法の 概略 を 述べ て 置こうと 思う。 

デッサンの 準備 

木炭 (西洋 木炭) 

木炭 紙 

カルトン (紙挟みで あり 画板で ある もの) 

クリップ 二 個 (紙 を 抑える) 

フィ キザチ ー フ Rxatif (仕上った 画 を 定着す る 

液) 

吹き 器 (フィ キザチ ー フを 画面へ 吹きつける) 

食パン (食パンの 軟 きを 指で 練り固めて ゴムの 



代用と する) 

画 力 木 

以上の ものが あれば 即ち 石膏の 胸像の 簡単な ものから 

描き 初め る 事が 出来る。 そして だんだんと 複雑な 石膏 

に 及び、 やがて 生きた 人体の モデルに 及ぼせば よいの 

である。 

石膏 写生が 無 興味 だとあって、 直ちに 人体 写生に 飛 

越える 事 も 冒険で あり 無駄骨で ある。 人 は 動く、 形 は 

変化す る 色彩が 複雑で 初 学の 眼に は 判然とし ない。 ま 

た その物 質感 も 石膏と 違って かたい 所、 あるいは 軟か 

い 場所 等 様々 の 触感が あるた めに 最初に 人体 を 写す 事 



は 無理で ある。 

最初の 心得 

石膏の 胸像 をば 画面の 中央へ いじける 事な くまた 実 

物よりも 妙に 大きくなら ぬよう、 ほぼ 実在の 大きさ を 

想像させる 位い の、 のびやか さ を 以て 画面の 中央へ 行 

儀よ く 描くべき 事。 

画面の 片隅へ 胸像がず リ 込んだり 前方への び 出した 

リ しないよ うに、 構図よ ろしく 画面へ 取り入るべき 事- 

なるべく、 実物の 全体 を 大まかに 描き 初め、 眼、 鼻 

等の 造作 を 決して 気に かけず 大きな 塊 りと して 見る 



た 光の 音階が 現れる。 そして 結局 太陽から 遠く、 反射 

から も 遠い 処の 昼夜の 分岐線 (図で は AB 線 〔# 図 は 

省略^ の辺りに おいて 最も 暗い 影 を 見る ので ある。 

かくの 如く 昼夜 両面の 中に、 無数の 光の 正しき 音階 

が 現れて 来る ので あるが、 この 光の 階段 はこの 球体の 

場合に 限らず、 あらゆる 立体に おいても これと ほぼ 同 

まと 

じ 理由に よる 光の 階段が 大概の 場合 附き 纏う もので あ 

る。 

石膏の 胸像 も 球に 比べ ると かなり 複雑な 立体で は あ 

るが、 しかし これ を 一 つの 球 だと 考えて しまって、 そ 

の 調子 を 眺める 事が 必要で ある。 



以上、 先ず ざっと、 その 位い の 事 を 最初に 知って 置 

く 必要が ある。 それから は、 要するに 自分自身の 眼 を 

以 つて、 出来るだけ 正確に 写す 事で ある。 

5 人体 習作に ついて 

素描 を 研究す ると 同時に、 油絵 を以 つて、 人体の 五 

体 を 描く 事 は、 基礎工事 として 技術 上 欠くべからざる 

順序で ある。 

この 世の中で 人間が 一番よ く 了解し 得る もの は、 お 

互の 人間同士の 姿で ある。 猿 は 猿 を 知り、 犬 は 犬 を 知 



り、 猫 は 猫 を、 牛 は 牛 を 知っている はずで ある。 

きりょう 

人間 は 猫の 縹緻の 種々 相 を 見 わける だけの 神経 を 持 

たない が、 猫 はちゃん と 持って いるので ある。 

松の木の 枝 を 実物よりも 五本 省略して 描いても 松 は 

松で ある けれども、 人間の 指が 一 本 不足しても、 人 は 

怪しむ、 人間の 腹の ただ 一 点で ある 処の臍 〔# 「臍」 は 

底本で は 「腸 匕 を 紛失 させた としたら、 腹 は 不思議な 

袋と 化けて しまう。 

人間 は、 人間の 形 をよ く 了解す ると 同時に、 人間の 

五体の 美し さ を も 最もよ く 了解す る ものである。 

人間が 鹿 や 鳥の 水浴 を 見て 恋 を 感じた という 事 は 珍 



6 近代の 心と 油絵の 組織 

油絵と いう ものが 西洋に 生れ、 西洋人の 要求と 生活 

から 湧き出し てから 古き 歴史 を 持ち、 やがて 素晴らし 

い 時代が 来、 大 天才が 輩出し、 その 時代 時代に おいて 

花 を 咲かせ 実 を 結び、 あらゆる 人間の 要求に よって、 

あらゆる 画風 を 生じ 傑作 を 無数に 残し、 その 技法 は完 

そなわ 

全に 研究され 絵画の 組織 は 充分に 備 り 過ぎる 位い に 

備 つたので ある。 故に 油絵 技法と その 組織と いう もの 

は、 私の 考えに よると、 十六 世紀の 時代に おいて その 



そこで 近代の 油絵 は、 また 再び 構成され、 ある もの 

は 古典に 立ち 帰って 研究され、 あるいは その 以前で あ 

る処の プリ ミチ —ブ の 領域 にまで 頭 を 延ば し て 研究 さ 

れ、 油絵の 組織 は 整頓され ようとして 来たので ある。 

だがし かし、 それらの 仕事の 何もかも は、 近代の 心 

と 油絵 技法との、 そりの 合わない 事に おける 末世の 苦 

悶と 見て いい かと 私 は ひそかに 考える。 

何 は ともあれ、 油絵 は、 油絵と いう 範囲と 限界の あ 

る ものである 事が 判明した。 そして その 限界 を 越え ざ 

る 程度に おいて、 組織 を 変改し、 近代の 心 を その上に 

盛り、 近^の 心と 睏性 によって その 古き 古き 胃袋 を K 



してし ま つ たもので ある。 

近代 人の 苦悶 はとうとう 人間の 心 を 組織 ある 野性に 

おいて 露出せ しめた 訳で ある。 フランス 近代に おける 

フォ— ブの 一 群な ど は その 代表的な 一 群であろう。 

7 近代 新 技法の 特質 

人間 世界の 文化が あま リ 発達し 過ぎて しまう 頃に は、 

沢山の 組織と あり 余った 規則と うるさい 儀礼と で この 

世の中 は充 たされて しまう 事で ある。 そして 人間の 心 

がその 下敷と な つ て 動きの 取れない 悲しみ を 味 う も 



直で あり、 個性的で あり 怪奇で ある。 近代 フランスに 

おいて 起った 種々 雑多の 新しい 傾向 は- 悉 くこの 野蛮 

人の 仕事 を 更に 繰り返した ものである といつ て 差支え 

ある ま い。 

即ち 印象派 以後、 ゴ— グ、 セザ ンヌ、 立体派、 野獣 

派 等 正に 壮大に して 衰弱せ る 老舗の 下敷から 這 出した 

処の 勇ましき 野蛮人の 群であった。 そして 彼らの 仕事 

の 偉大なる 特質 は 野人の 特質で ある 処の あらゆる もの 

の 単純化と いう 事であった とい つてい いと 思う。 

しかしながら、 その 近代に 起った 野蛮人 は、 何 世紀 

かの 教養と、 習練と 文化と 生活 を 経て 来た 処の 神経の、 



明敏に して デリ ケ— トな処 の、 ヒステリック である 処 

の、 そして 伝統と いう もの を、 その 血液の 中に 確実に 

含んで いる 処の、 野蛮人で あつたので ある。 

従って その 野人の 仕事 は、 即ち 近代 絵画の 性質 は悉 

く 非常な 神経 的の もので あり、 その 技法 は 単純で は あ 

るが 頗 る デリ ケ ー トな もので あり 個人的の もので あ 

り 洗練され、 鋭い 処の ものであるの は 当然で ある。 そ 

して 個人の 心 を、 露骨に 表そうと する 処の ものである _ 

個人的と いえば、 あらゆる 絵画 は 個人的な 芸術作品 

であると 思える かも 知れない が、 しかし あまりに 技法 

が 複雑と なり、 発達し 過ぎた 時代の 絵画 は、 やや もす 



8 新 技法と 日本人 

我国で は、 古来より 単 化と 省略と を 眼目と する 処の、 

線に よって 直ちに 心 を 現し 得る 処の、 最も 主観的な 画 

ゆうゆう 

技 を 以て 悠々 自適しながら 楽しんで 来た ものであった。 

もちろん 

勿論 その 技法の 原因 は 支那より 伝来せ る 技法と 精神で 

はあった よう だが ともかくも 長い 年月に おいて、 独立 

した 自由な 日本ら しき 芸術 様式 を 創造して 来た もので 

ある。 

もしも、 西洋と いう ものが、 我が 日本 国の 前へ 立ち 

現われて さえ くれなかったならば、 この 私たちの 国 は 



へ 流れ込んで 少しの 変動 もなかった としたら、 日本 現 

在の 油絵 は、 大，" に 趣き を 異にして いたに 違いない。 

明治の 初めに おける 高 橋 由 一、 川 村 清 雄、 あるいは 原 

田 直 次 郎等の 絵 を 見ても 如何に 西洋の 古格 を模 してい 

るかが わかる。 あの 様式が そのまま 日本で 発達し 成長 

していたならば、 日本の 洋画 は 随分 ある 意味に おいて、 

かえ つ て 画法と して は 壮健な 発達 を 成して いたか も 知 

れな いと 思う。 

ところで 日本に 発達した 西洋画 は 原 田 氏 以後の 黒 田 

せいき 

清 輝 氏た ちの 将来せ る処の フランス 印象派に よって 本 

当に 開発され たのであった。 以来、 なお それ以上の 破 



ま ね 

に 真似 得る 処の 芸術 様式で ある。 西洋人 は 形 をく ず そ 

うとして 努力した。 日本人 はこれ 以上く ずしよう のな 

い 形 を 描く 事に おいて 妙 を 得て いたので ある。 

ギ J よ 1 つ こラ 

これ は 甚だ 僥倖な 事で、 他人の 離縁状 を 使って 新 

らしき 妻 君 を 得た ような ものである。 

しかしながら、 何 か 日本人の 絵に は 共通して 紙の 如 

く 障子の 如く、 薄弱に して、 浅はかに して、 たよりな 

ぃ処の ものが 絵の 根本に 横 わって いる 事 を 昔から、 

日本人 自身が 感付いて 来て いる。 そして 誰れ もが、 相 

互の 心に 承知して いる 処の 欠点で ある。 

私たちの 仲間が 集った 時な ど、 つい 話が その 問題に 



め 得る ので ある。 

その 側へ、 同じ 日本人の 立体的 作品 を 並べて見ると、 

日本人の もの は 立体ら しい 模様が 描いて あるに 過ぎず、 

よく 視 ると 立体で も 何んでも ない 図案に 見えて 来る の 

である。 

モネの 海の 絵 を 見た。 画 品 も 心 も 相当に 高く 美しい 

もので あつたが、 われわれ 東洋人 は その 絵に 現われて 

いる 処の 海の 本当の 広さと 地球の 存在の 確実 さに 驚か 

される ので ある。 

空 の 高さ 断崖 の 大きさ 地球の 重さが ある。 モネの 海 

は その 地平線まで 何 IT か ある。 本当に 船 を 走らす 事 



て 持って いないであろう。 それら は、 日本的と いえ、 

古き 日本、 消滅せ る 日本の おもかげ を 油絵 具 を 以て 現 

した 処の 亡霊に 過ぎない。 

要するに、 日本人と しての 新ら しき 油絵の 技法 は充 

分なる 基礎的 工事の 上に 盛られなければ ならない と 思 

、つ。 

体力、 神経、 本能、 表現力、 等に ついて 

私 は 如何に 近代の 絵画が その 形に おい て 驚く ベ き 省 

略が なされ、 自然に 対して 反逆しつつ あるかの 如き 様 

キ」 ^9 レ キ」 ま ま 

子に さえ 見える までの 変形が 企てられ、 気随気儘の 画 



に 親分 はまた 捨てられても いたりす る。 

近代の 科学 は 地球 を 縮めて しまったが 故に、 一人の 

天才の 仕事 は 直ちに 全世界に 紹介され やすく、 同時に 

世界の 画家が 自由に 師と 定め、 また 師を 去り 次の 天才 

へ 走る という 事 も 近代の 出来事で ある。 ともかくも 弱 

きものが 強き ものにしが みつく 事 は、 やむをえないけ 

すみ や 

れ ども、 あらゆる もの を 速 かに 卒業して、 自分自身の 

力に よ つ て 泳ぎ 得る ものが 近代の 技法 を 感得す る もの 

だろう。 

9 自然 を 前に、 自然 を 背後に 



眠気 を 催す に 至る。 

その 時 あまりの 世の 腐り 方と 眠む 気に 腹 を 立てた る 

者 ども は、 つい、 この 際 人間の ケチな 想像力 を 離れて 

もとの 自然の 力へ 帰りたい、 もとの 野獣と なりたい と 

叫ぶ。 ここで その 反動と して 起った のが 最後まで 自然 

の 前で 仕事 をす る 事に あつたと 考える。 その 仕事 は 全 

く 近代 絵画への 最初の 方向転換 であり、 大成功だった 

と 思う。 これによ つて 十八、 九 世紀に 充満して いた 腐 

リ 切った^ 鬱の 空気 を 完全に 払い 去った 事 は 近代 フラ 

ンス 印象派 画家、 マネ、 モネ、 ピサロ 等の 一団の 恩恵 

であらねば ならぬ。 



ける 一 点の 雲の 去来 を 気にして、 その 雲が 立ち去る ま 

では 筆 を 動かす 事が 出来なくて 待って いたりす る もの 

すら ある。 晴れた る 風景画 は 晴れた る 日の 幾日 か を 要 

ちゅうもん 

求し、 雨の 日の 絵 は 同じ 雨 を 毎日 註文して 見たり す 

るが、 それ は 画家の ための みの 存在に は 非らず、 勝手 

気ままに 晴れて 行く。 

これで は 旅 をす るに も 宿屋の 滞在に も いらぬ 費用 も 

必要で あり、 その上 一枚の 絵 を 失敗して は 立つ瀬 もな 

ゝ ) ) o 

力ろう 

印象派の 持つ 欠陥に よって また 絵画 は 衰弱と 退屈 を 

現し 初め、 画家の 本能 は、 性慾 は、 当然、 動かずに は 



lo 近代の 生活と 新 技法 

近代の 一 般の 傾向 を 見る に 活動写真 は その 映画館で 

ことごと 

悉 くの 封 切 を 鑑賞し、 お 料理法と 趣味 講座と 英語と 

体操 は ラジオで 勉強し、 野球 は 夏の 大仕合 を 見て おき、 

絵画 は 秋の 大 展覧会 を 鑑賞 すれば それで 日本の 芸術 は 

先ず 一 年間の 重要なる 傾向 を 悉く 知って おく 事が 出来 

る。 あるいは それ 以上、 フランス 画壇の 最新の 潮流 ま 

でも 共に その 大略 を 遠望す る 事 さえ 出来る。 とすれば 

^ J の 不景気 にして、 しかも 大作 を 収容すべき 家な き芸 



法に よって、 これ もまた ガラスへ 描かれて あるの を 私 

は 見た。 あるいは 手箱の 表の 装飾と して 美人の ガラス 

絵が 嵌め込まれて いるの も 昔 は 多かった。 私 は 子供の 

時から その ガラスに 描かれて あると ころの 不思議な 光 

沢と 色感の 魅惑に 迷わされが ちだった。 

だいたい ガラス 絵 (ビ ー ドロ 絵と もい われて いる) 

と いう もの は ガラスの 裏と い つ て も ガラスに 表裏 はな 

いよう だが、 ともかく、 ガラスの 一方から 絵 を 描いて、 

その 裏側へ 絵の 答 を 表して いく 技術な ので ある。 普通 

の 絵の ごとく 表から 観賞す るので はな い。 ガラス へ 

塗った 色彩 を その 裏側から 見る と 絵 具の 面の 反対が こ 



しかしながら 私の 考えで は、 ガラス 絵 はなるべく 小 

品の ミニ ァチュ —ル として、 手のひらへ 乗せて 味わう 

程度の ものが もっとも 好ましい ものであると 思う。 そ 

れ のために は 油絵 具が もっとも 調子の 深さ を 表すた め 

にも 便利で ある。 

(「美術 新 論」 昭和 五 年 六月) 

私の ガラス 絵に 就いて 

私 は 前述べ ました 如く、 此の 美しい 効果 を 持つ 技法 

を、 も 一度 生かして、 もっと 画家の 仕事へ 引き入れて、 



吾々 が 水 彩ゃグ ヮッシ ュ を 用いる 如く ガラス 絵 を 試み 

る 様に し 度い と 思う のであります。 それで 私 は、 ナル 

ベく 簡単で 便利な 方法 を、 種々 工夫して 見た のです。 

私が 目下 便利 だと 思って 使用して いる 製作 

才.^ T 

(A) 油絵 具 使用の 場合 

顔料 (油絵 具) を 用います、 普通 油絵に 使う だ 

けの 種類 は 必要です。 

(金銀 泥) 泥 は 大変 美しい 装飾的 効果 を 現 



わす ものです、 私 はよ く 金泥で 

署名 をし ます。 

油 〔# 以下 「A」 と 「B」 は 「油」 の 下で 二 行に 分かれ、 

「A」 「B」 の 下に 上向きの くくり 記号 u A ヴ エルニ ァタ 

、ブ 口 — vernis ひ tmltlleaux 

B 速 乾 漆 液 工業用 薬品 店に あります。 

右一 一種の 油 を A を 7 B を 3 位い の 割合に 混合して 使 

用し ます。 此の 割合 は 時に 多少、 変更しても よいので 

す。 速 乾が 多くなる と 早く 固まり 過ぎて、 広い 部分な 

ど 塗る のに むらが 出来て 困る 事が あります。 又ヴ エル 

二ば かり 多量で は、 乾きが 遅くて、 あとから 筆 を 重ね 



ヴ エルニ や 速 乾が 交じって いる 絵 具 を、 その 

まま 捨てて置 くと、 何ん としても 取れな くな 

るし、 次の 調色の 非常な 邪魔 を 致します から 

パレット ナイフで 掃除した 上 を アル コー ルで 

拭う 事です。。 

(B) 粉末 絵 具 使用の 場合 

顔料 図案 用 粉末 絵 具 を 使用しても よいが、 色調 

がどう も 卑しくな ります から、 日本画 用の 胡 

粉、 朱、 白 緑、 白 群青、 群青、 黄土、 岱赫、 

金銀 泥 等 を 用うる のが 最もい い 様です。 

膠 それ 等の 絵 具 は 日本 絵 を 描く 時と、 同じ 方法 



処で 仕上った 絵 は、 実物の 風景と は、 左右が 反対に 

なって います。 丁度 エッチングの 場合と 同じ 事で あり 

ま ^9 

絵 具の 塗り 方 は、 あまり 厚く ぬらない 方が いいので 

す。 なるべく 淡く、 サ ラサ ラ とつけ て 行く 方が よろし 

い。 ガラスの 透明 を 利用して タツ チを 表わす 工夫 をす 

ると よいので す。 或は 淡い、 絵 具 を 二三 回 も 重ねて、 

重く 濃厚な 部分 や、 軽く 半透明な 場所な ども 作る ので 

す。 すると、 ガラス 特有の 味が 出る ものです。 

顔料に 就いては、 油絵 具 を 用いた 場合 も、 粉 絵 具 を 

用いた 場合 も、 その 描法に 変り はありません。 その 効 



それから、 次へ 次へ と 絵 具 を 重ねる ことが 出来ない 

ものです から、 勢い 画面が 単調になります。 筆触 もな 

ければ 絵 具の 厚み もない、 ここで 不安と 単調が 重なる 

ものです から、 どうしても 不愉快が 起ら ざ る を 得 ませ 

ん。 

そんな わけで、 大体に 於て ガラス 絵の 大作と 云う も 

の は、 昔し から 尠 ない 様です。 日本製の 風景画な どに、 

よく 三十 号 位い も あるの があります が、 それ は 大変 面 

白くない もので、 怠屈な 下等な 感じの する もので あり 

ます。 何ん といっても ガラス 絵 は、 小品に 限ります。 

Miniature の 味です。 小さな ガラス を 透して 来る 宝石 



あまりに 変な ガラス 絵の みに 熱中し、 油絵 を 忘れて 製 

作して いると 多少 鼻 もちなら ぬ 趣味 臭 さ を 発散して 不 

愉快です から、 これ も 亦 間食と して 作るべき でしよう _ 

あり 過ぎる 趣味 は 全く 臭くて いけません。 

I も 縁 の 事 

ガラス 絵と その 額縁との 関係 は、 中々 重大で ありま 

す。 何ん と 云っても、 二 三寸の 小品の 事です から、 こ 

れに 厭な 額縁が ついていれば、 その 小さな 画面 は 飛ば 

されて 了い ます。 充分 中の 光彩 を 添える だけの もので 



でもない こうで もない ところの 複雑 極まりなき 表現 欲 

が 積り、 何枚で も 何枚で も 描いて みたくな るので あり 

ま ^9 

要するに 同類で ある 人間の 構成の 美し さ を 知り、 そ 

れに 執着す る こと は 一 つに はわれ われの 本能の 心が 助 

けて いるので ありましょう。 本能が 手伝う から 花鳥 山 

水 に対するよりも 今少し 深刻で あり、 むしろ どうかす 

ると 多少の いやらし さ を さえ 持つ ところの 深さに おい 

て 執着 を 感じる のであります。 

したがって 裸体、 ことに 裸 女 を 描く 場合、 あるいは 

起こりが ちな 猥褻 感も ある 程度まで は 避け 難いと ころ 



しかし ともかく 私 は 自動車 や 汽車の 相貌、 花瓶 や 牡 

丹 や メロン や 富士山の 相貌よ リ 以上の しっこ さに おい 

て 裸体 ことに 裸 女の 相 形に 興味 を 持って います。 

その他に 画家の 勉強の 方法と して、 これ は 西洋画に 

限 つ て 裸体 を 描きます。 

それ は デッサン や 油絵の 習作の ために は 裸体が、 毎 

日毎 日の 練習に はも つ とも 適当で あり 便利で あるた め 

でしよう。 それ は きわまりなき 立体感 やその 剛軟、 微 

妙な 色調と デリ ケ ー トな 凸凹と 明暗の 調子、 そして 決 

し てごま かし 得な い と ころの 人体の 形の 構成 を ， J と) J 

とく 表現し 描き出す こと は、 もっとも 困難な 仕事と さ 



れ ています。 したがって 裸体 習作の 困難 は、 写実 を 常 

に 本領と すると ころの 油絵の 基礎工事 であります。 そ 

れは 画学 生の 初 学から 一 生涯つ きまとう ところの 基礎 

工事で あり 難 工事でありましょう。 

(「美術 新 論」 昭和 四 年 六月) 

挿絵の 雑談 

よほど 以前の 事 だが、 宇 野浩ニ 氏が 鍋 井 君 を 通じて 

さしえ 

自分の 小説の 挿絵 を 描いて 見て くれない かとい う 話が 

あった。 自分 は 挿絵 を 全く 試みた 事がなかった が 挿絵 



そして その 画稿が 紙面に 現われた 時の 感じと いう も 

の は、 また 別の 趣き を 現す ものである。 下絵の 時に 気 

附か なか つ た 欠点が 紙面に 現れてから 目立つ 時 も ある。 

ちょっとした 不満な 点 を 見出す とき その 日 一 日 私は不 

喻： g< である。 

しかしながら 挿絵 は 普通の 油絵の 如く、 一人 一枚の 

所有で なく、 一 枚が 何 万 枚と なり 各人が 悉 く 所有し 

得る 事な ども、 挿絵の 明るき 近代的な 面白さで ある。 

挿絵 は、 新聞の 紙質 や 製版の 種類に ついても 考える 

必要が あると 思う。 目下の、 日本の 新聞紙の 紙質で は、 

どうも 網目 版が うまく 鮮明に 現れに くい。 絵 を 線描の 



大体、 人間が 集って、 何となく 相談の 上 芸妓 を 生み 

出し、 人間が 相談の 上、 浄るリ を 創リ、 子供 を 生み、 

南画 を 描き、 女給 を 生み、 油絵 を 発明 させた ように 思 

われる。 油絵が 岩石の 如く 人間 発生 以前から 存在して 

いた 訳で はない。 

全く、 如何に 花魁 は 女給よりも 荘厳で あると いって 

も、 我々 背広 服の 男が 彼女と 共に 銀座 を 散歩す る 事 は 

ギ J おん まいこ 

困難 だ。 今やす でに、 現代の 若者が 祇園の 舞妓 数名 を 

連れて 歩いて いるの を 見て さえ、 忠臣蔵の 舞台へ 会社 

員が 迷い込んだ 位の 情ない 不調和 さ を 私 は 感じる ので 

ある。 



この 芸術 こそ 再び 得が たい ものであるが 故に 保存す 

べき もの だと 話しが 決った 時、 その 芸術 は 衰微 甚だ 

しい 時で あると 見て いいと 思う。 父 を 一日 も 永く 生か 

"カス 力 力 

してやり たいと 願う 時、 父 は 胃癌に 罹って いる。 

何々 の 職人 は 広い 東京に たった 一 人、 京都に 一 人、 

平家物語り を 語り 得る もの は 名 古屋に 一 人、 芸妓 は 

とんだ 

富 田屋、 花魁 は 島 原、 油絵 描き は パリに 幾人に して そ 

れで おしまい という 事に ならぬ と は 限らない。 

最近、 最も 景気が よくて 盛んな 国、 アメリカ にどん 

な 画家が 輩出して いるの か、 寡聞な 私 は 知らないので 

ある。 アメリカ では 映画と 広告 美術が あれば 事 は 足つ 



とにかく、 政府 や 富豪 の 力で 保護し なければ 衰え そ 

うな 芸術 は、 何ん と 霊薬 を 飲ませて 見た 処で 辛うじて 

とど 

こ の 世に 止め 得る に 過ぎなくなる にき ま つてい る。 

従って その 最盛期に おける だけの 名人 名工 は その 末世 

にあって は 再び 現われる もので ない。 ところで 油絵 芸 

術 はま だ 末世で も あるまい と 私の 職業 柄い つ てお かな 

ければ 都合が 悪い けれども、 本当の 事 は、 私に はわ か 

ら ない。 

B 



生活が よくなる 訳で もな く、 悪口され たといって 失職 

する もので もない。 

やがて 秋の 季節が 終り を 告げる 時、 額縁 代と 運送費 

を 支払えば 一 年の 行事 は 終る。 先ず これ 位の 事が 辛う 

じて 順調に 繰返し 得る もの は 幸福 だとい う 事に な つ て 

いる。 

宗 右衛門 町の あるお 茶屋で は、 一 ヶ月 千円 以上の 支 

かんじょうがき だんな 

払 あるお 客への 勘定書 に は 旦那の 頭へ 御の 一 字 を つ 

け 足して 何某 御 旦那 様と 書く 事に なって いる。 その 御 

旦那 様の 遊興費に くらべても 画家の 生涯 はばかば かし 

くも 安 K である。 



c 

私 は 最近、 二 科の 会場で パリ 以来 久方ぶ りの 

とうごう せいじ ふうぼう 

東 郷青児 君に 出会った、 私 は東郷 君の 芸術と その 風貌 

姿態と がす こぶる よく 密着して いる 事 を 思う。 なお 特 

に 私 は 彼 自身の 風貌に 特異な 興味 を 感じて いる。 そし 

て それ は、 最も 近代的に して、 色の 黒い、 そして 何処 

かに 悪の 分子 を 備えて いる 処の 色男で ある 事 だ。 私 は 

あれ だけの 体軀と 風貌と 悪と ハイカラ さと、 芸術と を 

持ち合せながら 本人の 出演 を 少しも 要求し ない 処の絵 



画 芸術に 滞在して いる 事 を 甚だ 惜んで 見た。 甚だ 御世 

話な 事で は あるが と 思って いたが。 

D 

私 は 絵 を 描く 事 以外の 余興と して はスポ ー ッに 関す 

る 一 切の 事、 酒と 煙草と、 麻雀と 将棋と、 カル タと食 

物と、 あらゆる 事に 心からの 興味が 持てない。 ところ 

でた だ 一 つ、 何故か 気に かかる もの は 活動写真で ある。 

それで、 映画 は 散歩の ついでに 時々 眺める 事に してい 

る。 近来、 日本製の ものが かなり 発達した という 話 だ 



こと も 不安定で ある。 

こんな 場合、 風景の 中 を 選択の ために 走リ 廻る こと 

が 面倒臭い からといって、 いい加減の ところへ いい 加 

減の 木 を 付け足して みたり、 でたらめの 人物 を 描き 添 

えてみ たりす る 人 も あるが、 これ はよ ほど 熟達した 人 

でない 限り は 大変 危険で ある。 人間の 顔の 道具 を 勝手 

に 置き かえて 化物と する ような ものである。 私 は どこ 

まで も 自然の 構成 そのものから よき 構図 を 発見して 力 

ンヷス へ 入れる という ことが、 一 番 安全で あると 思う- 

それで はよ き 構図と は どんな もの かとい うのに、 そ 

れは 一概に もい えない が、 大体 それ は 人間の 五体が 美 



を も 与える ものである。 

(「アトリエ」 昭和 一 一年 一 月) 

真似 

落語家が 役者 の 声色 を 真似 ま すが、 真似る こと その 

ものが その 芸当の 目的であります から、 その 声色な り 

様子な リが、 真物ら しく 出来た 時には その 芸術の 目的 

は 達せられた わけです。 

真似 はいつ まで 経っても 真似であって、 真物で は あ 

りません。 真物に なって は 面白くありません。 



に、 支那の 及び もっかぬ 聖人の 真似 をして みたり、 若 

いのに 老人の 真似 をして 通が つてみ たり、 そして ひそ 

かに 自己の 性慾の 強き を 嘆いて みたり する 悲惨な もの 

も 出来て 来る のです。 

昔の 支那の 画家の 作に はよ く 何々 の 筆意に 倣うな ど 

と 断って あるの があります が、 あれ は 大変 気 もちの よ 

いものであります。 日本の 油絵な ども (油絵に 限り ま 

せんが) これ を 一 々断り書き をす るよう にしたら 批評 

家 も、 一 々霊 鏡 を 持ち出す 面倒が 省け てよ ろしい ので 

すけれ ども。 

しかしながら 当今 は 狐の 威力の 方が 強いので、 霊 鏡 



はいつ も 曇りがちで、 なお 田舎の 散髪屋の 鏡 同様 凸凹 

だらけの ものが 多い ので、 あまり あてに は 決してな り 

ません。 

(「アトリエ」 大正 十三 年 十二月) 

ピカソ 雑感 

ピカソの 絵 は 常に 新しい ようで また 古い 馴染で も あ 

る。 つい 近頃 も 私 は 洋行 当時の 古 トランク を 開けて、 

その ナフタリンと 西洋の 下宿屋に いた 時の 香気と をな 

つかしみながら 嗅いで いたら、 その 中から ピカソ 画集 



かった ものば かり を 持って いると ころの 毛唐人 中の 毛 

唐で ある。 

(「美術 新 論」 昭和 五 年 一 月) 

絵画き 〔# 「絵画き」 は ママ〕 の 日記 

油絵 描きの 日常生活 という もの は、 それが 順調で あ 

れば ある ほど 実に 単調 きわまる ものである。 それ は 第 

一、 生活が 貧弱で なって いないから それ 以上 何 か 面白 

いこと が やって みたく とも 出来ない ことが その 主な 原 

因 かも 知れない。 まず その 日 その 日 辛うじて 無事に 絵 



が つ て 日記と して 書き記すべき 何事 もない。 

ところが 二、 三日 前から 絵 を 邪魔す る 要素で あると 

ころの 胃病が 起こ つ た。 胃病が 起こる と 必ず 夢を見る _ 

昨夜 見た 阿呆らしい 夢 を 付録と してち よ つと 紹介して 

おく。 

一台の 飛行機が 西の 空から 飛んで 来た。 私 は 見て い 

た。 それが 近所の 湯屋の 煙突へ 衝突した の だ。 おやと 

思う 瞬間、 両翼 はも ぎれ てし ま つ て 魚の ような 胴体が 

フワ リ フワ リと 中空 を 泳いで いるの だ。 二人の 飛行家 

がその 上で 狂人の 如く 駆け まわって いるの がよく 見え 

た。 私 はどうす る ことかと 見て いると 二人 は パラ 



シュ ー トを 持って 飛んだ の だ。 一 つ は 赤で 一 つ は 白 

だった。 それが 馬鹿に 綺麗だった。 そして 二人とも 電 

線に 引つ かかった のであった。 下で 見て いた 群集の 一 

人が 電線 はお かしい ぞと 叫んだ。 しかし 私 は それで 

ほ つ と 安心 をして 朝の 九 時まで 寝て しま つ た 次第で あ 

る。 

シ ュ —ル レア リズム 

シュ— ル レア リズム 的 傾向 ある 作品に、 相当の 興味 

を 私 は 感じます し、 また キリコ あたりの (もっとも 本 



もの を 見ない から 大きな こと もい えません が) 写真版 

位で 見ても、 かなりの 不思議な 新鮮さ を 感じる ことが 

出来ます。 ことに 印象派 紫 派 等の 作品の 伝統 を 今に 支 

えてい る 風景画な ど 多い わが国で は、 それらの 傾向 あ 

る 作品に 接し、 あるいは シュ ー ルと声 を 聞いた だけで 

も 退屈せ る 若い ものに とつ て はう さ を 晴らさせ るに 充 

分な 力が あります。 

私 は どんな イズムに 限らず どしどしと 歓迎して い い 

と 思います。 今まで 日本へ 到来した イズム は 皆 相当 日 

本の 画壇の ために 役立って 来て います。 また 日本人 は 

それ を 応用す る ことに かけて は 鋭い 人種です。 



人に は 見えない ところの 色彩 を 画家 は 認め、 感じ、 線 

の あらゆる 形相 を 知り、 微妙に して 微細なる 明暗 を識 

別し、 同時に 形と 調子と 色彩と 線の 大 調和 を 感得す る 

ような ものでしょう。 

それで 私の 経験で は あまりお 喋り をし 続けたり、 文 

章 を 書いたり した あと は 眼の 神経が 多少う とくなる の 

を 感じます。 したが つ て 絵画 を 構成す る 諸 要素 を 発見 

する ， J と の 鈍感 さ、 自然が 発散す る リズム を 認め 感じ 

る ことの 純 さ を 感じます。 

で、 画家 は 無言で ただ ぼんやりと 常に 黙って 仕事 を 

していれば それでい いわけです。 その 方が まず 幸福な 



行に 出る ことが 嫌に なって、 近頃 は 殆ど 出 なくなって 

しまいました。 自分の 画室で 神経 を 休めて、 制作す る 

時の ような 落着いた 調子に は、 どうも 旅さき では 行か 

ない ものであります。 

旅が 嫌になる 原因 は 随分 いろいろ あるので 一 口に は 

いえません が、 なぜそう 落着いた 気持ちに なれ なれな 

いかと 申します と、 これ は 人々 によって は 案外 平気な 

ことで、 あるいは 一向 障害の 数に 入らない ことか も 知 

れ ません が、 神経 やみの ものに とって は 例えば 日本の 

今の 旅行に 関する 設備 等 も 随分 西洋画 を 描く ものに 

とって は、 不 IK でうる さく 出来上がって いるよう です。 



考える とわれ われが 今 運んで 来た 荷物 はま つたく 調 

和の 取れない ものでありまして、 その 不調和な 荷物の 

中から 絵 具 箱をゴ ソゴ ソ 取り出し ますと 女中が 何物 か 

という 目付きで 眺めます。 枠と いう 乱暴な 仕掛けの も 

の を 取り出して トヮ— ルを 張ります。 トヮ ー ル もフラ 

ンスの 田舎の 宿な どで 見る と なかなか いい 味の もので 

すが、 日本の 宿で これ を 見る とま ことに 粗野な 布と し 

か 見えません。 これ を 持参の 金槌で もつ て ガンガンと 

釘 を 打ち出します。 なかなか 勇気の 必要な 仕事です。 

私 はい つも この 勇気が 出か か つてへ こんで しまいます _ 

不調和 は 部屋の 中 だけではありません。 宿屋 全体 か 



たま ま卷 きこんで しまって、 取り敢えず 宿屋から 逃げ 

出します。 逃げ出してから でも まだ 今 支払った 茶代 は 

少し ケチ ではなかった か 位の いらぬ 心配まで が 出て 来 

ま ^9 

また 汽車に 乗ります、 走って いる 間 窓からの 眺め は 

素敵です、 素敵な 場所に は 汽車 も 止まらず、 人家 もな 

く 宿 もありません、 再び 目的地へ 着く とそ こ は 相 変わ 

らぬ 停車場 前の 情景が 展開され ます。 また かと 思う と 

もう たまらなく 帰りた くなる のです。 すなわち 帰りの 

切符 を 買い求めて しまう ことになるので すが、 その 時 

は 肩の 荷の 軽 さ を 覚える 次第であります。 



怪 なる 低能児 を 抱えた まま 行き倒れて 了う ので は ある 

まい かと 云う 事 を、 私の 虫が 私に 知らせて くれる ので 

ある。 

現に 行き倒れ つ つ ある 多くの 先輩 を 見る に 及んで 情 

けなく 思う。 最近、 ある 新聞の 三面で、 ある 名妓の な 

れの はてが 行き倒れ ていたと 云う 記事 を 読んだ が、 そ 

の 時 も 私 はよ そ 事と は 思えず 心が 重くな つた 事で ある _ 

これ は 私の 絵に 対する 態度 だか、 何んだ か 一向 わか 

ら ない 事 を 云って 了った が 何卒 御 容赦 を 願う。 

近代 洋画家の 生活 断片 



日本人 は 昔から 芸術家 を 尊敬す ると， ^ ろの 高尚なる 

気風 を 持つ 国民で ある。 その代り やや もす ると 芸術家 

は 仙人 か 神様 あがりの 何者かで ある 如く 思われたり も 

する。 めしな ど は 食わない ものの 如く、 生殖器な ど 持 

たない 清潔な 偶像と あがめられる。 結構 だが 近頃 はお 

いおいと それが 迷惑 ともなりつ つ あるよう でも ある。 

ことに 近代で は 神様 や 仙人 そのものの 価値と 人気が 低 

下し つ つ あるよう だからな おさらで も ある。 

だいたい 芸術家 の その 作品 はい わば 自分が 楽し ん だ 

ところの 糟 みたい なよう な もの だから、 それ を 売ろう 



い 勢いで 増加しつつ あるの は 不思議な 現象 だ。 毎年の 

一 一 科帝展 等の 出品 搬入 数 を 見ても 驚くべき 数 を 示して 

いる。 これ だけの 胃と 生殖器 を 持てる 神様の 出現 は、 

一 種の 不安な しで は 眺めて いられない 気がする。 

すなわち 日本画の 世界の 如く あるいは フランスの 如 

く、 画商 人と いう ものが あり、 鑑賞 家への 仲介すべき 

高 砂屋が あり、 高砂屋 によって 巿 価が 生み出され、 完 

全に 商業化 された 組織が あって、 しかもな お 神様 は 貧 

乏を 常識と している の だが、 それらの 組織が なく、 完 

全なる 高砂屋 なく、 愛好家と 神様との 直接行動 であつ 

て は、 まったく もって 神様 も 努力 を 要する ことで ある _ 



ろん 大阪の 会場での こと だ。 高い もの はよ いと、 昔 か 

ら大阪 ではい い 伝えられて いるの だから 無理 もない。 

何 か 油絵 画家の 内閣と か、 帝展の 大将と かが 相談の 上、 

彼の 相場 は 何 円 彼 は 何 円と 決定す るの かも 知れない と 

この 人 は 思って いたらし い。 

もちろん 日本画の 世界と か、 フランス にあって は 画 

商人の 多くが その 仲間で 巿価を 製造す るが、 日本の 洋 

画の 世界に は 左様な 組織 〔# 「組 識」 は 底本で は 「組識 匕 

はま だ 現れて いないので、 画家 は 勝手 気ままの 思わく 

だけの 価格 を 自作に つける ので 画家が ヒス テリ ー を 起 

こして いる 時な ど は 時々 非常に 高価 か、 馬鹿に 低廉で 



さて、 現代 画家で もっとも 高く、 もっとも 多くの 自 

作 を もっとも 手広く 売り 拡 めんがた めに は、 金持ちの 

応接間 はこと ごとく 上がり込む だけの 勇気と、 手打ち 

うどんの 如き 太き 神経 を 必要と する だろう。 自分で 絵 

を 作り 価格 を 考え、 外交員 ともなり、 自 個の 芸術的 存 

在 を 明らかにし、 その 作品の よろしき もの だとい う 証 

拠の 製造 もやる といえば、 まったく 精力と 健康 も 必要 

だろう。 それで 本当にい い 作品が 出来れば 幸いだ が、 

天 は 一 一物 を 与えず ともい われて いる。 

それらの 健康と 太き 神経な く、 金持ちの 応接室と 聞 

いただけ でも 便通 を i 隹す という 潔癖なる 神様で、 パト 



を 持って いる 人達が 多くな つて 来つ つ ある 如く 思える _ 

新進作家 にして 同時に 小学校の 訓導で あり、 百貨店の 

宣伝 部員 であったり、 図案家 であったり、 会社員 であつ 

たり、 ヱ レヴェ ー タ— ボ— ィ であった りする。 今に バ 

スガ— ルゃ 女給で 相当の 出品者 を 発見す る ことに なれ 

ば それ も 面白い と 思う。 

日曜 画家と いう 名が 現れて いる。 すなわち 日曜 だけ 

画家と なり 得る 生活 を 持つ ところの 半分の 神様すな わ 

ち 半神 半 人の 一群で ある。 これら はまった く 芸術と は 

関係な き 仕事に おいて わが 臓腑と、 妻子 を 養いつつ 日 

曜は 神様に なろうと する 近代の 傾向で ある。 近頃、 非 



つぶしの 利かない、 しかも 世の中の 焦点から 消えて 行 

く 日本の 老大家 達の 末 も あま リ 明るい もので はない、 

かと 思われる。 

(「セレクト」 昭和 五 年 三月〜 四月) 

秋の 雑感 

秋の 大 展覧会と いう もの は、 例えば 二 科に しても、 

先ず 五十 銭の 入場料 を 支払えば、 日本 全体の 今年度に 

於け る 新 芸術の 進歩、 方向 その他 一切の 技術から 遠く 

フランス 画壇の 意向から、 その 尖端の 新柄の 土産に 至 



るまで、 悉く を 眺めつ くす 事が 出来る 甚だ 便利な 封 切 

リ ものの 常設館で も ある。 

ここで 秋の 封切り を 一度 観賞して おくと、 若い 男女 

は 日本の 新 芸術から フランスの 風向き に 至る まで を 一 

年間 は 有効に 話の種と して 交際す る 事が 出来る。 

もし 私が 若い 男 だったら、 やはり 断髪の 近代 女性と 

共に あの 会場 を 散歩して 見る であろう。 そして ピカソ、 

ドラン、 シュ— ル- レア リズム は、 と 云った 事 を 口走 

リ 乍ら、 その 無数の 大作 を 私達の 背景と して 漫歩す る 

だろう。 そして その 中の 一枚 を 彼女への お土産と して、 

彼女の ピ ァノの 上の 壁 の 為め に 買 つて やる に は少々 高 



る 点に 不思議な 誘惑 を 私 は 感じる。 

日本人 描く ところの シ ュ —ルは 超の 方 は 容易に 出来 

るの だが、 何しろ 永い 星霜 を 仙人と 鶴と 亀と を 友と し 

ていた 関係 上、 なかなか レア リズムと か 写実と か、 光 

線の 階 調の 研究と かいう 不粋な 方面 はどう もま だ 板に 

つかない 関係 も あるが、 なかなか レア リズムの 方が う 

まく 行かない とみえて 何 かせんべ いの 如く 平坦に して 

やや もす ると 大津 絵とば けて しまう こと も ある。 

(「みづゑ」 昭和 五 年 九月) 

暑中 閑談 



違 つ た 文化の 将来に よ つ て いわゆる 過渡期と いう 年代 

が あまりに も 永く 続いて いるので、 極楽 は 不安定な も 

の だと さえ 習慣に よ つ て 思 つ てし まうよう にさえ なり 

つ つ あるよう な 気 さえす る。 だが 一 枚の 絵で さえ も 調 

子 を 合せる に 一 〇 日 も かかる ことがあ るし、 構図の 安 

定に 幾日 間 を 費やして なお まとまらな いの だから、 こ 

の 極楽 世界の 混乱 を パンや ゴムで 消して 見ても、 何時 

仕上がる か 見当が つかない かも 知れない。 

とにかく 家庭、 建築、 人情、 風俗、 生活の 形式、 儀 

礼 等が ある 年代 を 経て 工夫 統一され、 よろしき 調和 を 

現して 滑らかに 進行して いる 時^で は その 生活、 風 浴、 



底本 ： 「小 出 櫓 重 随筆集」 岩波 文庫、 岩波 書店 

1987 (昭和 S) 年 8 月^日 第 ー 刷 発行 

「小 出 櫓 重 全文 集」 五月 書房 

1981 (昭和が) 年 9 月^日 発行 

「油絵 新 技法」 アト リヱ 社 

1930 (昭和 5) 年^ 月^日 発行 

底本の 親 本 - 「油絵 新 技法」 アト リヱ 社 

1930 (昭和 5) 年^ 月^日 発行 

※オリジナルの 「油絵 新 技法」 に 収録され た 作品 を、 

まず 「小 出 櫓 重 随筆集」 からと りました。 (油絵 新 技法、 

挿絵の 雑談、 画室の 閑談) 



続いて、 「小 出 櫓 重 全文 集」 で 不足 分 を 補いました。 (ガ 

ラス 絵 雑考、 洋画で は なぜ 裸体画 を かく か、 構図の 話、 

真似、 ピカソ 雑感、 シュ ール. レア リズム、 眼、 写生 

旅行、 近代 洋画家の 生活 断片、 かげひなた 漫談、 暑中 

閑談) 

どちらに もない、 「私の ガラス 絵に 就いて」、 「大和魂の 

衰弱」、 「因果の 種」、 「秋の 雑感」 は、 「油絵 新 技法」 に 

収録され たもの を、 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 

現代 表記に あらためる 際の 作業 指針」 に基づいて 表記 

を あらため、 組み入れました。 

※ 「小 出 櫓 重 随筆集」 と 「小 出 櫓 重 全文 集」 に 見られ 



る 疑問 点への 対処に 当た つて は、 「油絵 新 技法」 を 参照 

しました。 ただし 「人間の 腹の ただ 一 点で ある 処の臍 

〔# 「臍」 は 底本で は 「腸 匕」 は 「小 出槽重 全文 集」 に 拠 

りました。 

入力 ： 小 林繁雄 

校正 ： 来 田 進 

2 002 年匸 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



